
平
成
25
年
度
予
算
と

町
の
財
政
状
況

特　集　１

▲施政方針を表明する宮内町長

　

３
月
の
岡
垣
町
議
会
第
１
回
定
例
会

で
、
平
成
25
年
度
の
当
初
予
算
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
集
は
、
平
成
25
年
度
の
宮

内
町
長
の
施
政
方
針
と
当
初
予
算
の
内

容
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
町
の
財
政

状
況
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

施
政
方
針（
要
約
）

　

国
に
お
い
て
は
、
昨
年
12
月
に
誕
生

し
た
新
政
権
に
よ
る「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

と
呼
ば
れ
る
大
胆
な
経
済
政
策
が
展
開

さ
れ
て
お
り
、
株
価
の
回
復
や
円
安
傾

向
な
ど
に
よ
り
、
景
気
は
一
部
下
げ
止

ま
り
の
兆
し
も
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の
成

果
が
雇
用
や
個
人
消
費
に
拡
大
し
、
地

方
に
も
波
及
し
て
い
く
こ
と
に
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

岡
垣
町
に
お
い
て
も
、
国
の
予
備
費

や
緊
急
経
済
対
策
に
伴
う
補
正
予
算
に

呼
応
し
て
、
平
成
25
年
度
以
降
に
予
定

し
て
い
た
事
業
の
一
部
を
平
成
24
年
度

の
補
正
予
算
に
計
上
し
て
お
り
、
切
れ

目
の
な
い
予
算
に
よ
り
地
域
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

2



施政方針
平成25年度のまちづくりの姿勢

　宮内町長の２期目の町政運営において、これから４年間の任期の中で取り組んでいく新たな５
つの約束の基本的な考え方

■
子
ど
も
た
ち
が
健
全
で

　

豊
か
に
育
つ
た
め
の
環
境
整
備

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
は
、
町
に
元
気
を
与
え
、
将
来

の
岡
垣
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

子
ど
も
た
ち
が
学
力
、
豊
か
な
心
、
体

力
を
備
え
た
個
性
あ
ふ
れ
る
人
材
に
育

つ
よ
う
、
家
庭
や
地
域
、
学
校
が
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も

に
、
安
全
に
学
べ
る
教
育
環
境
や
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
る
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

■
み
ん
な
が
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る

　

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

近
年
で
は
、
東
日
本
大
震
災
や
九
州

北
部
豪
雨
な
ど
全
国
的
に
激
し
い
災
害

が
発
生
し
て
お
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
岡
垣
町
の
更
な
る
発

展
に
向
け
て
、
安
全
で
住
み
や
す
い
都

市
基
盤
を
整
備
し
、
そ
の
機
能
を
高
め

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

■ 

岡
垣
町
の
す
ば
ら
し
い

　

森
林
・
地
下
水
・
海
を
守
り

　

環
境
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
の
推
進

　

先
人
か
ら
受
け
継
が
れ
た
貴
重
な
財

産
で
あ
る
岡
垣
町
の
海
・
山
・
川
な
ど

の
豊
か
な
自
然
環
境
を
守
り
、
育
み
、

後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
取
り
組
み
を

実
施
し
ま
す
。
そ
し
て
、
深
刻
な
地
球

温
暖
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
対
応
す

る
た
め
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
資
源
循

環
型
社
会
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

■ 

福
祉
の
充
実
と
健
康
で
生
き
が
い
の

持
て
る
暮
ら
し
の
支
援

　

岡
垣
町
で
は
、
全
国
平
均
よ
り
も
高

い
水
準
で
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、

一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
を
地

域
と
行
政
で
守
る
体
制
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ん
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
健
康
で
生
き
が

い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
健
康
づ

く
り
や
生
涯
学
習
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

■ 

駅
南
側
周
辺
整
備
・
地
場
産
業
の
育

成
と
企
業
誘
致
の
推
進

　

他
の
地
域
か
ら
の
流
入
人
口
を
増
や

す
た
め
、
町
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
、

町
民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組

み
と
し
て
、
交
通
の
結
節
点
で
あ
り
、

商
店
や
病
院
、
公
共
機
関
等
が
集
積
す

る
海
老
津
駅
周
辺
の
特
性
を
生
か
し
た

中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
駅
南
側
開
発

を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
農
業
、
漁
業
、

商
業
、
観
光
な
ど
多
様
な
産
業
の
魅
力

を
生
か
し
た
振
興
と
環
境
に
や
さ
し
い

業
種
の
企
業
誘
致
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
ま
す
。

　

以
上
が
、
私
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
基
本
姿
勢
で
あ
り
ま
す
が
、
町
制
50

周
年
を
新
た
な
出
発
点
と
し
て
、
岡
垣

町
が
持
つ
素
晴
ら
し
い
魅
力
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
、
将
来
に
引
き
継
い
で
い
く

た
め
、
第
５
次
総
合
計
画
に
掲
げ
る
ま

ち
の
将
来
像
と
私
の
新
た
な
５
つ
の
約

束
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む

所
存
で
す
。

行
財
政
経
営
の
方
針

　

平
成
25
年
度
予
算
に
は
、「
今
で
き
る

こ
と　

今
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

　

今
し
か
で
き
な
い
こ
と
」を
着
実
に

や
り
遂
げ
る
た
め
の
事
業
を
盛
り
込
ん

で
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
進
め
て
い

く
た
め
に
、
平
成
22
年
度
か
ら
取
り
組

ん
で
い
る「
事
務
事
業
見
直
し
・
行
政

組
織
改
編
実
行
計
画
」を
今
後
も
着
実

に
実
行
し
、
よ
り
効
果
的
か
つ
効
率
的

な
行
財
政
経
営
へ
の
転
換
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
第
５
次
総
合
計
画
に
掲
げ
る

事
業
を
実
現
す
る
た
め
、
常
に
国
の
政

策
の
動
向
等
を
把
握
し
な
が
ら
補
助
金

等
を
最
大
限
に
活
用
し
つ
つ
、
効
果
的

に
事
業
進
捗
を
図
る
と
と
も
に
、
健
全

な
財
政
状
況
を
維
持
す
る
た
め
、
限
ら

れ
た
財
源
を
効
果
的
に
配
分
し
、
実
効

性
の
高
い
行
財
政
経
営
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

平成 25年度予算と町の財政状況特 集 １
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平成25年度一般会計予算
89億 9,400万円 　平成 25 年度の一般会計当初予算は

89億 9,400万円。前年度より1億 8,000
万円（2.0％）減少しました。

源

源

自依

存
主

財

財

町税
28 億 2,081 万円

繰入金
4億 1,700 万円

繰越金
2億円

使用料・手数料
1億 3,522 万円

その他
3億 4,042 万円

地方交付税
22 億 9,274 万円

国県支出金
16 億 2,431 万円

町債
7億 4,140 万円

地方譲与税・交付金
4億 2,210 万円

収　入
89億9,400万円

支　出
89億9,400万円

民生費
32 億 471 万円

土木費
13 億 3,786 万円 総務費

14 億 6,902 万円

教育費
7億 6,266 万円

衛生費
7億 6,102 万円

公債費
5億 2,584 万円

消防費
3億 6,419 万円

農林水産業費
2億 9,020 万円

議会費
1億 1,783 万円

商工費
1億 3,918 万円

その他
2,149 万円

源

源

自依

存
主

財

財

町税
28 億 2,081 万円

繰入金
4億 1,700 万円

繰越金
2億円

使用料・手数料
1億 3,522 万円

その他
3億 4,042 万円

地方交付税
22 億 9,274 万円

国県支出金
16 億 2,431 万円

町債
7億 4,140 万円

地方譲与税・交付金
4億 2,210 万円

収　入
89億9,400万円

支　出
89億9,400万円

民生費
32 億 471 万円

土木費
13 億 3,786 万円 総務費

14 億 6,902 万円

教育費
7億 6,266 万円

衛生費
7億 6,102 万円

公債費
5億 2,584 万円

消防費
3億 6,419 万円

農林水産業費
2億 9,020 万円

議会費
1億 1,783 万円

商工費
1億 3,918 万円

その他
2,149 万円

収　入

町　税 　平成 24 年度からの年少扶養控除廃止に
伴い、個人住民税が増えたことなどで、前年度よ
り 7,025 万円（2.6％）増加
地方交付税 　国の計画や平成 24 年度の状況を踏
まえて、前年度より 645 万円（0.3％）増加
国庫支出金 　自立支援サービスの負担金などが増
加するが、ＪＲ海老津駅南側道路等整備事業費の
減少などで補助金などが減ったため、前年度より
１億 1,894 万円（10.2％）減少
町　債 　平成 24 年度補正予算への事業の前倒し
などで、前年度より１億 6,720 万円（18.4％）減少

支　出

民生費 　障害者福祉費や福岡県介護保険広域連合
への負担金が増えたことなどで、前年度より 3,400
万円（1.1％）増加
商工費 　地域交流センターの設置や、観光協会の
法人化に伴う費用などで、前年度より 2,044 万円
（17.2％）増加
土木費 　ＪＲ海老津駅南側道路などの整備事業費
が減少することなどで、前年度より２億 5,183 万円
（15.8％）減少
教育費 　小中学校の耐震化事業が終了したことな
どから、前年度より 5,302 万円（6.5％）減少

そのほかの会計
特別会計

会計名 予算

国民健康保険事業 39億 9,204 万円

後期高齢者医療 5億 2,065 万円

住宅新築資金等貸付事業 78万円

公営企業会計

会計名 予算

水道事業

収益的収入 4億 9,578 万円
収益的支出 4億 7,914 万円
資本的収入 1億 5,720 万円
資本的支出 3億 5,626 万円

下水道事業

収益的収入 7億 8,209 万円
収益的支出 7億 5,562 万円
資本的収入 6億 6,097 万円
資本的支出 9億 6,471 万円

自主財源
39 億 1,345 万円

43.5％

依存財源
50 億 8,055 万円

56.5％
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平成 25年度予算と町の財政状況特 集 １

輝　

き

■
三
里
松
原
海
岸
の
侵
食
対
策
な
ど

 

191
万
円

■
荒
廃
森
林
の
再
生 

998
万
円

■
町
有
林
の
整
備
な
ど 

240
万
円

■
環
境
保
全
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
や
啓
発
な
ど

 

273
万
円

■
資
源
ご
み
、
生
ご
み
回
収
の
奨
励
な
ど

 

883
万
円

■
農
業
用
施
設
へ
の
発
電
施
設
の
整
備

 
１
千
万
円

■
浄
化
槽
設
置
の
補
助 

２
千
62
万
円

■
新
規
就
農
者
の
支
援 

１
千
23
万
円

■
中
山
間
地
域
の
農
業
支
援

 

１
千
173
万
円

■
農
業
機
械
や
農
業
施
設
購
入
の
支
援

 

２
千
718
万
円

■ 

鳥
獣
加
工
処
理
施
設
の
運
営
費
負
担

金
な
ど
有
害
鳥
獣
対
策 

243
万
円

■
漁
業
振
興
支
援 

160
万
円

■
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営

 

１
千
117
万
円

■
商
工
会
の
活
性
化
を
支
援

 

１
千
343
万
円

■
観
光
の
推
進 

１
千
594
万
円

■
観
光
施
設
の
整
備 

644
万
円

■
企
業
誘
致
の
推
進 

632
万
円

安
全
安
心

■
空
き
家
バ
ン
ク
シ
ス
テ
ム
の
運
営

 

17
万
円

■
中
心
市
街
地
の
活
性
化 

531
万
円

■
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
南
側
道
路
な
ど
の
整
備

 

５
億
３
千
110
万
円

■
町
道
の
改
良 

３
千
539
万
円

■
橋
梁
長
寿
化
修
繕
計
画
の
策
定

 

１
千
200
万
円

■
排
水
路
の
整
備 

５
千
760
万
円

■
町
営
住
宅
の
管
理 

４
千
500
万
円

■
公
園
の
管
理
や
遊
具
の
整
備
な
ど

 

２
千
641
万
円

■
情
報
プ
ラ
ザ
の
運
営 

６
千
580
万
円

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

 

５
千
399
万
円

■
社
会
福
祉
協
議
会
の
支
援

 

３
千
482
万
円

■
い
こ
い
の
里
の
運
営 

６
千
671
万
円

■
高
齢
者
の
予
防
接
種
の
実
施

 

１
千
455
万
円

■
が
ん
検
診
な
ど
各
種
検
診
の
実
施

 

２
千
631
万
円

■
第
２
次
健
康
増
進
計
画
の
作
成

 

531
万
円

■
老
人
憩
の
家
の
管
理 
２
千
110
万
円

■
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

 

３
千
807
万
円

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
支
援

 

１
千
665
万
円

■
敬
老
事
業
の
実
施 

３
千
309
万
円

■
重
度
障
害
者
の
医
療
費
の
負
担

 

６
千
709
万
円

■
障
害
者
へ
の
生
活
支
援

 

２
千
517
万
円

■
要
介
護
者
の
支
援

 

４
億
１
千
50
万
円

■
自
立
支
援
医
療
・
補
装
具
の
給
付

 

５
千
76
万
円

■
介
護
保
険
事
業
の
実
施 

３
千
823
万
円

■ 

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
へ
の
負

担
金
な
ど 

３
億
８
千
894
万
円

■
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど

 

574
万
円

■
自
主
防
災
組
織
の
育
成 

100
万
円

■
消
防
車
両
の
購
入 

605
万
円

心
の
豊
か
さ

■
ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
の
負
担

 

１
千
860
万
円

■
子
ど
も
の
医
療
費
の
負
担

 

８
千
398
万
円

■
乳
幼
児
な
ど
の
予
防
接
種
の
実
施

 

６
千
215
万
円

■
乳
幼
児
・
妊
婦
健
康
診
査
の
支
援

 

３
千
67
万
円

■
こ
ど
も
未
来
館
の
運
営

 

２
千
514
万
円

■
届
出
保
育
施
設
保
育
料
の
支
援

 

360
万
円

■
児
童
手
当
の
支
給

 

５
億
４
千
44
万
円

■
保
育
所
な
ど
の
運
営

 

２
億
８
千
114
万
円

■
学
童
保
育
所
の
運
営 

３
千
395
万
円

■
私
立
幼
稚
園
へ
の
就
園
支
援

 

７
千
600
万
円

■
吉
木
小
体
育
館
の
改
修
工
事
な
ど

 

２
千
334
万
円

■
校
庭
の
芝
生
化（
吉
木
小
・
内
浦
小
）

 

３
千
697
万
円

■
小
中
学
校
給
食
の
実
施

 

５
千
815
万
円

■
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
の
運
営

 

２
億
４
千
446
万
円

■
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
の
改
修
な
ど

 

５
千
万
円

■
町
民
文
化
祭
の
支
援 

200
万
円

■ 

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
整
備

な
ど 

１
千
281
万
円

■
公
民
館
講
座
の
実
施 

327
万
円

■
ま
つ
り
岡
垣
の
支
援 

630
万
円

■
文
化
財
保
存
展
示
室
の
運
営 

93
万
円

■
人
権
・
男
女
共
同
参
画
の
啓
発

 

581
万
円

計
画
の
推
進

■
各
区
行
政
事
務
委
託
料

 

１
千
969
万
円

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
保
険
の
加
入

 

294
万
円

■
自
治
公
民
館
の
活
動
支
援

 

１
千
203
万
円

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

 

825
万
円

■
広
報
の
発
行
な
ど 

748
万
円

■
地
域
づ
く
り
交
付
金
の
交
付 

524
万
円

■
岡
垣
町
の
Ｐ
Ｒ
の
推
進 

514
万
円

第５次総合計画の３つの将来像ごとに主な事業を紹介します
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まちづくりと財政運営！
～「びわりん」と「びわすけ」の財政のはなし～

　町のイメージキャラクター「びわりん」と「びわすけ」が、平成 25

年度に進める事業と国の経済対策の活用などを説明します。

【登場キャラクターの紹介】

びわりん
好奇心旺盛な女の子

びわすけ
岡垣町のことなら
何でも知っている男の子

平
成
25
年
度
の
岡
垣
町
の
当
初

予
算
が
決
ま
っ
た
よ
。

い
く
ら
に
な
っ
た
の
？

総
額
で
89
億
９
千
400
万
円
だ
よ
。

前
年
度
の
当
初
予
算
額
よ
り
も

１
億
８
千
万
円
減
っ
て
い
る
ね
。

確
か
に
当
初
予
算
の
比
較
で
は

そ
う
な
っ
て
い
る
け
ど
、
平
成

25
年
度
の
予
算
は
い
つ
も
の
予
算
と
は

ち
ょ
っ
と
異
な
る
部
分
が
あ
る
ん
だ
よ
。

国
の
緊
急
経
済
対
策
に
伴
う
事
業

ど
う
い
う
こ
と
？

国
は
、
平
成
24
年
度
に
緊
急

経
済
対
策
の
た
め
の
補
正
予
算

を
決
定
し
た
ん
だ
。
こ
の
国
の
緊
急
経

済
対
策
に
伴
っ
て
、
岡
垣
町
で
も
平
成

25
年
度
の
当
初
予
算
に
計
上
す
る
予
定

だ
っ
た
事
業
な
ど
を
３
月
の
補
正
予
算

に
前
倒
し
し
た
か
ら
単
純
に
は
比
較
で

き
な
い
部
分
も
あ
る
ん
だ
よ
。

ど
う
し
て
事
業
を
前
倒
し
し
た

の
？

国
の
経
済
対
策
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
国
か
ら
の
補
助
金
が
交

付
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
町
の
負
担
が
少

な
く
な
る
か
ら
だ
よ
。
前
倒
し
し
た
事

業
の
内
容
は
次
の
と
お
り
だ
よ
。

国
の
補
正
予
算
な
ど
に
伴
う
前

倒
し
事
業

■
防
犯
灯
の
整
備 

250
万
円

■ 
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
駐
車
場
の
拡
張

整
備 

９
千
291
万
円

■
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
太
陽
灯
の
設
置

 

830
万
円

■ 

公
共
施
設
の
耐
震
診
断（
役
場
庁
舎
な

ど
７
施
設
） 

１
千
953
万
円

■
農
業
水
利
施
設
の
整
備

 

２
千
959
万
円

■
東
黒
山
排
水
機
場
の
整
備

 

１
千
509
万
円

■
た
め
池
の
整
備 

605
万
円

■
農
業
用
水
路
の
改
良 

１
千
206
万
円

■
道
路
の
舗
装
工
事 

500
万
円

■ 

Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
南
側
道
路
な
ど
の
整

備 

３
億
９
千
779
万
円

■ 

地
震
・
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成 

600
万
円

■
戸
切
小
学
校
体
育
館
の
改
修

 

２
千
282
万
円

特 集 ２
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まちづくりと財政運営！特 集 ２

■ 

岡
垣
東
中
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
工

事 

３
千
826
万
円

■
都
市
公
園
の
整
備　

 

１
億
２
千
25
万
円

■
井
堀
稗
田
線
の
道
路
整
備

 

１
億
２
千
330
万
円

■ 
高
齢
者
等
の
買
い
物
支
援（
移
動
販
売

車
両
購
入
補
助
） 

100
万
円

岡垣中学校

岡垣町役場

岡垣
サンリーアイ

工事個所

事
業
費
の
財
源

平
成
25
年
度
は
、
当
初
予
算
に

計
上
さ
れ
た
事
業
と
こ
れ
ら
の

事
業
を
合
わ
せ
て
進
め
て
い
く
こ
と
に

な
る
ん
だ
よ
。

そ
う
な
ん
だ
。
で
も
こ
ん
な
に

事
業
を
い
っ
ぱ
い
す
る
と
町
の

負
担
も
大
き
く
な
ら
な
い
？

町
の
負
担
が
全
く
な
い
わ
け
で

は
な
い
よ
。
で
も
前
倒
し
し
た

事
業
は
、
ど
れ
も
岡
垣
町
の
ま
ち
づ
く

り
に
欠
か
せ
な
い
事
業
ば
か
り
で
無
駄

な
事
業
は
一
つ
も
な
い
ん
だ
。
だ
か
ら
、

国
の
経
済
対
策
が
な
く
て
も
、
平
成
25

年
度
以
降
に
事
業
に
取
り
組
ま
な
い
と

い
け
な
か
っ
た
ん
だ
。

じ
ゃ
あ
、
国
か
ら
の
補
助
金
な

ど
が
な
か
っ
た
ら
町
が
も
っ
と

多
く
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

ん
だ
ね
。そ

の
と
お
り
だ
よ
。
国
の
経
済

対
策
の
補
助
金
な
ど
を
十
分

に
活
用
し
町
の
負
担
を
減
ら
し
た
上
で
、

必
要
な
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た

ん
だ
。
次
の
グ
ラ
フ
１
が
国
の
経
済
対

策
に
伴
っ
て
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た

事
業
費
の
財
源
の
内
訳
だ
よ
。
事
業
費

の
半
分
以
上
の
額
が
国
か
ら
の
補
助
金

な
ど
で
交
付
さ
れ
る
見
込
み
な
ん
だ
。

岡
垣
町
の
町
債

財
源
と
し
て
町
債
が
あ
る
け

ど
、
町
債
は
返
済
し
な
い
と
い

け
な
い
ん
だ
よ
ね
。

そ
う
だ
よ
。
町
債
は
家
庭
で
い

え
ば
家
を
建
て
る
と
き
と
か
、

車
を
買
う
と
き
に
ロ
ー
ン
を
組
む
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
で
考
え
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
。

町
債
が
増
え
る
と
返
済
す
る
の

が
大
変
に
な
ら
な
い
の
？

そ
う
だ
ね
。
毎
月
の
ロ
ー
ン
の

返
済
額
が
大
き
け
れ
ば
家
計
が

苦
し
く
な
る
よ
ね
。

岡
垣
町
の
町
債
は
ど
の
く
ら
い

あ
る
の
？

その他
211 万１千円

一般財源
2,321 万 5 千円

国庫支出金
5億 4,888 万 4 千円

町債
3億 5,300 万円 財源内訳

9億 2,721 万
6 千円

グラフ１：事業費の財源の内訳
※ 事業費の総額は、平成 24年度岡垣町一般会計補正
予算（第５号）において計上した継続費（平成 24年
度分）および繰越明許費の合計額7
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2,000,000

4,000,000

6,000,000

8,000,000

その他の町債臨時財政対策債
（単位：千円）

グラフ２：遠賀郡４町との町債内訳の比較（平成23年度決算）

岡垣町 芦屋町 水巻町 遠賀町

3,836,968

2,037,428

2,424,622

4,333,290

3,617,346

3,183,099

2,804,456

3,066,366

（65.3%）

（34.7%）

（35.9%）

（64.1%）

（53.2%）

（46.8%）

（47.8%）

（52.2%）

表１：県内60市町村の住民１人当たりの起債残高

順位 市町村名 住民１人当たりの
起債残高

１ 岡垣町 18万１千円

２ 志免町 20万５千円

３ 那珂川町 21万８千円

４ 行橋市 21万１千円

５ 須恵町 22万０千円

７ 水巻町 23万０千円

16 遠賀町 29万９千円

40 芦屋町 44万６千円

県内平均 61万９千円

※ 福岡県公表の平成23年度普通会計決算数値を基に
起債残高の少ない順に記載しています。

表
１
を
見
て
ご
ら
ん
。
こ
れ
は

県
内
の
60
市
町
村
の
住
民
１
人

当
た
り
の
起
債
残
高
だ
よ
。
岡
垣
町
は

県
内
で
最
も
少
な
い
ん
だ
よ
。

す
ご
い
ね
。

そ
れ
に
町
債
の
内
訳
を
見
て
み

る
と
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
割

合
が
す
ご
く
高
い
ん
だ
よ
。

臨
時
財
政
対
策
債
っ
て
何
？

臨
時
財
政
対
策
債
は
ね
、
国

の
財
政
事
情
に
よ
っ
て
、
地
方

交
付
税
と
し
て
町
に
入
っ
て
く
る
お
金

が
足
り
な
い
場
合
に
、
そ
の
一
部
を
町

債
に
替
え
て
い
る
も
の
な
ん
だ
。
臨
時

財
政
対
策
債
の
返
済
に
必
要
な
お
金
は
、

今
後
、
地
方
交
付
税
と
し
て
町
に
入
っ

て
く
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。

グ
ラ
フ
２
を
見
て
ご
ら
ん
。
平
成
23
年

度
の
決
算
で
、
こ
の
臨
時
財
政
対
策
債

が
岡
垣
町
の
町
債
残
高
の
う
ち
65
・
３
％

を
占
め
て
い
る
ん
だ
。

じ
ゃ
あ
、
岡
垣
町
が
道
路
や

河
川
、
施
設
な
ど
を
建
設
す

る
た
め
に
借
入
れ
し
た
町
債
の
残
高

は
、
全
体
の
34
・
７
％
し
か
な
い
っ
て

こ
と
？

そ
の
と
お
り
だ
よ
。
そ
れ
だ
け

岡
垣
町
が
独
自
に
借
入
れ
し
た

町
債
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
。

町
債
の
返
済
の
財
源

臨
時
財
政
対
策
債
の
返
済
に
必

要
な
お
金
は
地
方
交
付
税
で
国

か
ら
入
っ
て
く
る
の
は
分
か
っ
た
け
ど
、

そ
れ
以
外
の
町
債
の
返
済
は
町
が
自
分

で
払
わ
な
い
と
い
け
な
い
の
？

町
債
の
返
済
に
は
、
返
済
額
を

全
て
町
で
負
担
す
る
も
の
の
ほ

か
に
、
返
済
額
の
一
部
が
地
方
交
付
税

と
し
て
国
か
ら
町
に
入
っ
て
く
る
も
の

な
ど
色
々
あ
る
ん
だ
。

じ
ゃ
あ
、
町
の
負
担
を
減
ら
す

た
め
に
は
国
か
ら
お
金
が
入
っ

て
く
る
町
債
を
借
り
な
い
と
い
け
な
い

ね
。

そ
う
だ
ね
。
岡
垣
町
は
こ
れ

ま
で
も
、
町
の
負
担
を
少
し
で

も
減
ら
す
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
最
小

限
の
借
入
れ
で
効
率
的
な
財
政
運
営
を

行
っ
て
き
た
ん
だ
。

一
言
で
町
債
っ
て
言
っ
て
も
、

今
後
の
町
の
負
担
が
違
う
っ
て

こ
と
だ
ね
。そ

の
と
お
り
だ
よ
。
そ
し
て
、

今
回
の
国
の
経
済
対
策
に
伴
う

事
業
の
前
倒
し
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と

が
言
え
る
ん
だ
。
今
回
、
国
の
経
済
対

策
を
活
用
し
て
事
業
を
進
め
る
こ
と
で
、

平
成
25
年
度
以
降
に
事
業
を
進
め
た
場

合
と
比
べ
て
町
債
の
返
済
に
か
か
る
町

の
負
担
を
大
き
く
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
ん
だ
。

ま
ち
づ
く
り
と
財
政
運
営

そ
う
な
ん
だ
。
で
も
、
ど
う
し

て
こ
れ
ら
の
事
業
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
？

岡
垣
町
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
平

成
23
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
・
み
ん
な
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に
計
上
し
た
事
業
費
を
使
っ
て
、
海
老

津
・
白
谷
線
道
路
の
工
事
や
自
由
通
路

の
工
事
な
ど
を
実
施
す
る
ん
だ
よ
。

そ
れ
に
は
事
業
費
が
か
か
る
よ

ね
。
大
丈
夫
？

そ
う
だ
ね
。
町
の
負
担
だ
け
で

事
業
を
進
め
る
の
は
厳
し
い
よ

ね
。
だ
か
ら
、
国
か
ら
の
補
助
金
な
ど

を
十
分
に
活
用
し
て
事
業
を
進
め
て
い

る
ん
だ
。
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
南
側
の
開
発

に
つ
い
て
も
、
今
回
の
国
の
経
済
対
策

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
町
の
負
担
が
大

き
く
軽
減
さ
れ
る
ん
だ
よ
。

事
業
を
進
め
て
い
く
時
に
は
、

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
だ

け
で
は
な
く
て
、
い
つ
取
り
組
む
の
か
、

ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
に
つ
い
て
も

考
え
な
い
と
い
け
な
い
ね
。

そ
う
だ
ね
。
今
後
も
国
の
補
助

金
な
ど
を
最
大
限
に
活
用
し
、

効
果
的
に
事
業
を
進
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
第
５
次
総
合
計
画
の
実
現
に
向
け

て「
今
で
き
る
こ
と
、
今
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
」

に
取
り
組
ん
で
い
く
ん
だ
よ
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
へ

まちづくりと財政運営！特 集 ２

が
輝
く
元
気
な
ま
ち　

岡
垣
」を
基
本
理

念
と
す
る
第
５
次
総
合
計
画
に
沿
っ
て

進
め
ら
れ
て
い
る
ん
だ
。
こ
の
計
画
は
、

将
来
僕
た
ち
の
岡
垣
町
を
ど
の
よ
う
な

「
ま
ち
」に
し
て
い
く
の
か
、
そ
の
た
め

に
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
く
の
か
を
ま

と
め
た
計
画
で
、
こ
の
計
画
に
掲
げ
ら

れ
て
い
る
ま
ち
の
将
来
像
の
実
現
の
た

め
に
い
ろ
い
ろ
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
ん
だ
。将

来
像
の
実
現
の
た
め
に
ど
ん

な
こ
と
が
必
要
な
の
？

一
言
で
は
言
え
な
い
け
ど
、
住

民
が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
し

て
い
く
た
め
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
に
必
要
な
財
源

を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
だ
よ
ね
。
そ

の
た
め
に
、
ま
ず
は
支
出
の
削
減
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
ん
だ
。
岡
垣
町
で

は
、
人
件
費
を
削
減
し
た
り
、
公
共
施

設
の
管
理
の
方
法
の
見
直
し
を
し
た
り

し
て
支
出
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
る

け
ど
、
今
後
も
計
画
に
基
づ
い
て
、
さ

ら
な
る
支
出
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
必
要
だ
ね
。

支
出
を
減
ら
せ
ば
収
入
が
減
っ

て
も
大
丈
夫
だ
か
ら
ね
。

そ
ん
な
に
簡
単
で
は
な
い
よ
。

い
く
ら
支
出
の
削
減
に
取
り

組
ん
で
も
、
限
界
が
あ
る
か
ら
ね
。
特

に
近
年
は
、
自
然
災
害
が
多
発
し
た
り
、

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
展
し
た
り

し
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
う
い
う
中
で
、

防
災
対
策
や
住
民
生
活
に
必
要
な
医
療
、

福
祉
な
ど
に
必
要
な
支
出
は
増
加
し
て

い
る
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
、
そ
れ
ら
に
必

要
な
財
源
を
確
保
す
る
取
り
組
み
が
す

ご
く
大
切
な
ん
だ
。

財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
ど
ん

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
？

将
来
に
向
け
て
安
定
し
た
財
源

を
確
保
す
る
た
め
に
、
岡
垣
町

で
は
、
定
住
人
口
の
増
加
と
企
業
誘
致

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る

ん
だ
。
そ
の
重
要
な
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
、
引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
海
老
津
駅
南

側
の
開
発
を
進
め
て
い
く
よ
。
平
成
25

年
度
は
、
国
の
経
済
対
策
や
当
初
予
算

海老津駅南側広場完成イメージ
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